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Abstract 
This study aims to clarify the significance of practices aiming for inclusive childcare including music using 
multiple languages in a four-year-old class by doing fieldwork. It is meaningful for young children to participate 
in group activities including music in childcare, both as music education and as inclusive activities. This study 
considers the meaning of childcare practices that include music in a four-year-old class in which inclusive 
childcare is practiced at Kindergarten M, a public kindergarten in Hiroshima. The author, as an “active 
participation,” performed fieldwork at Kindergarten M for six months. The data were based on the participant’s 
observation of the activities in the four-year-old class and interviews with the class teacher. The scenes of singing 
activities involving greetings in several languages, which were held every morning in the four-year-old class, 
were then extracted as episodes. They were described, focusing on the meaning of these practices for Girl A, who 
had foreign roots. The analysis of the episodes clarified the transformation process of Girl A’s expressive behavior 
in the activities and the bonding process between Girl A and a Japanese child who gained interest in English 
through the activities. Based on the analysis, it is considered that, in addition to the effects of this practice as music 
education, music functioned as a medium for building interrelationships among children. Moreover, the potential 
of music in inclusive practice was proved to form inclusive childcare while combining these effects. Conversely, 
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クを行った広島県の公立幼稚園である M幼稚園の 4 歳児クラスはな組では，文化的，社会的，家庭的に多
様な背景をもつ子どもたちが存在しており，担任保育者の O 教諭はインクルーシブな保育の必要性を認識
し，音楽を用いた保育実践に積極的に取り組んでいた。筆者はそこで 6 か月の間，「積極的な参与者」6）と








24 名の幼児と担任の O 教諭を研究協力者とした。 
 
（２）データ収集の期間と方法 




























実践が行われた M幼稚園は 4 歳児から 5 歳児の 2 年間の保育カリキュラムを編成している幼稚園であ
る。園には，特別なニーズをもつ子どもが存在しているため，各クラスあたり 20 名前後の子どもたちに対






した。担任の O 教諭は保育現場での教職歴 16 年目の女性教諭で，年中児を担任したのはこれまでの保育
歴のなかで 2回目である。これまでの教職歴のほとんどは保育園でのものであり，幼稚園での勤務の経験






























ソード 12）をもとに始められた活動である。O 教諭は①A 子の話す言葉に，周りの子どもたちが興味をもて
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身の歌唱や電子オルガンの伴奏において方向づけがなされていた。 
【資料 3】は，A 子の「あさのうた」の活動への取り組みについてまとめたものである。ここからは，A
子の「あさのうた」への取り組み方の変化が見られる。まず，2019 年 7 月 3 日には振りのみで取り組んで
いたところが，少しずつ歌える部分が増えていき，2019 年 11 月 11 日には「あさのうた」全体をとおした
歌唱が見られるようになっていた。また，表現の工夫に着目すると，歌唱に伴って，2019 年 10 月 18 日か
ら声量の変化によって表現の工夫をする姿が見られるようになり，2019 年 11 月 11 日には大きさの表現を




エピソード A 子と R 子 
R 子は保育室で集合隊形になる際，A 子の隣に座る日本人の女児である 14）。R 子は，幼稚園生活に慣
れてきた 6 月頃から，隣に座る A 子のことを気にしていた 15）。そのため，R 子は A 子とコミュニケー
ションをとろうとするが，A 子とは用いている言葉が異なることを認識 16）しつつも，日本語を用いて話
しかける姿が見られた。しかし，A 子にとって R 子が日本語で話している内容があまり理解できていな
いことから，R 子が話している途中で A 子の興味が別のものにうつってしまう場面 17）も見られていた。
ある時，R 子は家庭で，クラスのなかに英語を話す友だちがいることを話し，父親に英語の言葉をいく
つか教えてもらった 18）。そこで 2019 年 11 月 11 日の登園後，R 子は父親から教わった英語を用い，A 子
の前で，「ワン，ツー，スリー，フォー…」と，指を折り曲げながら，数を数え，A 子との関わりを試み
た。A 子は，R 子が英語を話す姿に反応し，「ちゅん，ちゅん」と言いながら R 子の腕を人差し指でつつ
き，笑った。 
 





【資料 3】への分析からは，A 子が 2019 年 7 月 3 日の「あさのうた」から，継続的に身体活動を伴って






となった A 子と O 教諭のエピソードには，O 教諭が抱える「A 子との言語でのコミュニケーションの難し
さ」という課題意識が潜在していた。また，教材化における工夫にも，もともと繰り返し部分が多い《き
ょうも元気！》の歌詞を，さらに挨拶の言葉の部分に焦点化して繰り返し歌うような工夫が見られた。加











こと，の 2 点に整理できる。また，曲の歌詞という言語的要素に端を発した R 子との生活場面でのコミュ
ニケーションが，「あさのうた」の活動内での A 子と R 子との相互関係にも影響を及ぼしていたこともふ






































第 51巻第 3号，pp.45-56 などを参照のこと。 
4）例えば，Kirshner, S. & Tomasello, M. (2010). Joint music making promotes prosocial behavior in 4-year-old children. 
















学』第 47巻第 1号，pp.49-60 や，乙部はるひ（2018）「幼児の遊びにおける音楽的表現の展開」『保育学研究』
第 56巻第 2号，pp.75-86 などがある。 
10）2019年 11月 13日，O 教諭への聞き取り調査による。 
11）2019年 11月 13日，O 教諭への聞き取り調査による。 
12）2019年 11月 13日，O 教諭への聞き取り調査での語りから。 









17）2019年 7月 3日のはじめの会の前後と午前の自由遊びの時間，2019年 9月 20日のはじめの会の前に見ら
れた。 
18）2019年 11月 11日，R子の筆者への語りによる。 




ろうとしたりする姿が見られた。また，自由遊びの時間に，2019年 11月 18日には A子と R子，他 10名で
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【資料３】A 子の「あさのうた」への取り組み 
日付 A 子の歌唱状況 


























と声を掛けたため，はな組の子どもたちは，1 番と 3 番をいつも以上に大きな
声で歌唱する。A 子も口を大きく開いて歌唱し，3番では，普段以上に大きく身
体を動かす。2 番での表現の工夫は引き続き見られた。O 教諭は 3 番を歌い終
わった後，かぜ組に中国にルーツをもつ子どもが存在したため，即興的に挨拶






2019 年 12 月 2 日 日直の子どもの「あさの，うたを，歌いましょう！」の指示を聞き，立ち上が
る。隣の人の手を叩く振りでは隣の R 子と顔を見合わせながら取り組む。2 番
の表現の工夫も引き続き見られ，すべての部分で口が動いている。3番の前奏の
際，Ａ子は隣にいた筆者に「大きい！」と話しかけるが，前にいたＹ太が後ろ
を振り向き，強い口調で「違うよ！」と言う。A 子は気に掛ける様子もなく，
普段通り 3番に取り組む。 
 
 
